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  ユーラシアンホットライン 
明けましておめでとうございます。一丸となって活動を進めましょう 

ＮＰＯユーラシアンクラブ 理事長 江藤 セデカ 

 
新しい年を迎え改めて、昨年、日本や、ロシア、サハ、シカチア

リャン、東北で行った活動を振り返っております。 
まずは、活動の中で多くの方に出会い、ご協力をいただいた事に感

謝をいたします。常に変わらぬご支援、ご協力をいただきありがと

うございます。 
 
様々な土地を訪れ、その土地の人々や風土、文化に触れる活動に

関わっていると、多くの事に気づかされもします。特に、年々、日

本と中央アジアの繋がりの深さを実感いたします。そして、長く歴

史のある繋がりを感じるほどに、それぞれの国の政治の重要さを思

わずにはいられません。確かに治める力によって街の発展や宗教、

豊かな文化は生み出されます、しかし、その一方で統治する力は、

人の生活を不幸にする一面を持つ事も事実です。 
私の故郷のアフガニスタンやイラク、アフリカなどでは長い間争

いが絶えません。国を治める人たちの考え方ひとつで、多くの人々

が幸せを感じたりそれを奪われたりします。「戦争が無ければ、大好

きな家族と今でも暮らせていたのではないか？」と、私も時折思わ

ずにはいられません。戦争はしてはいけないものです。争いは多く

の人の幸せそして、命を奪います。ひとりひとりの幸せとひとりひ

とりの命が大事です。ひとりひとりが幸せを感じることは全ての命

を大切にする事にも繋がります。そして、ひとりひとりが幸せを感

じることが、如いては恒久の平和へと結びついていくでしょう。戦

争はまた、多くの命や土地だけではなく、自然や貴重な文化をも破

壊します。 
 
昨年、念願のアジア・アフガニスタンフェスティバルを開催する

ことができました。準備期間もなく、アフガニスタンとモンゴルの

音楽と格闘技（相撲）を紹介した細やかな集まりでしたが、アフガ

ニスタンの留学生の中には「自国の文化をこのように紹介してもら

えて心から感謝している。」と涙を流した学生もおりました。国の文

化とはまた、その国の誇りなのです。 
本年はユーラシアンクラブができて２２年目にあたり、クラブも

新しい局面を迎えています。五月には、シカチアリャンを広く日本

に紹介する展覧会の開催が決まっております。シルクロードに跨る

中央アジアの国々を、その終着駅である日本橋にある三越でＰＲす

る、シルクロードウィークの開催も着々と準備が進んでいます。 
そして、アジア・アフガニスタンフェスティバル。昨年のフェス

ティバルではアフガニスタンの留学生本人だけではなく、そのご家

族も参加をしてくれました。留学生の家族として来日しても、アフ

ガニスタンの女性は外に出る事がありません。買い物も全て、男の

人がしています。女性はアフガニスタンを出て日本に来ても、家の

中で生活する事が当たり前で外出することがありません。そのよう

な考えが常識とされる中でのフェスティバルへの参加は異例の事で

あり、また、画期的な出来事でもあります。今後、彼女たちが少し

ずつでも外出する機会を増やせるように、アジア・アフガニスタン

フェスティバルを定期開催していく予定でおります。 
 そして、昨年度愛川で行われたサハのこども達との音楽祭も、愛

川だけに留まらず、首都圏で広く開催していきたいと考えておりま

す。こどもは世界の宝です。音楽祭を通して、サハだけにとどまら

ず、日本とアジアのこども達が交流し、親交を深めることで真の世

界の平和を実現することができるでしょう。 
更に、こども達だけではなく、高齢者も含む幅広い年代の人たち

が、こういった催し物に参加したり、ボランティアとしてイベント

等に関わっていくように働きかける事も重要なことです。世代を問

わず交流し、親交を深めながら活動をすることが、多くの問題の解

決策となるのではないでしょうか。特に、日本では長く高齢者問題

が大きく国にのしかかり、解決の糸口すら見えず、若年層への負担

が日に日に重くなってきています。 こういった、高齢者の問題も、

世代間に隔たりを持たず交流していく中で、案外簡単に突破口が見

えてくるかもしれません。 
 本来、日本の政府やアジアの国でこのような活動を率先して行っ

てくれれば、平和への道のりもそう難しくは無いのでしょうが、現

状ではそういった活動は無いとはいえないものまだまだ物足りない

ように思えます。民間レベルでその溝を埋める努力をすることが、

本年も重要な活動となるでしょう。 
 
 ユーラシアンクラブには昨年若い人たちがメンバーとして加わり

ました。より精力的に活動するために、新しく入ったメンバーには

失敗を恐れず焦る事無く、積極的に活動をしていってもらいたいと

考えています。 また、長くクラブを支えてくれているメンバーの

方には、ぜひとも彼らのバックアップをお願いいたします。 
先代から引き継がれてきた、貴重な文化の良い面を後世につなげ、

自然を守り人が安心して家族と暮らせる平和な世界を実現できるよ

うに、一丸となって活動をしていきましょう。本年もよろしくお願

いいたします。 
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「アムール川の古代絵画―先住少数民族の聖地シカチ・アリャン」展の開催成功に向けて   大野 遼 
 今年、5 月 21 日に大阪の国立民族学博物館で、ロシア連邦ハバロフスク地方シカチ・アリャン村と村外れのアムール川右岸

岸辺に展開する150点ほどの岩絵を中心とした「アムール川の古代絵画―先住少数民族の聖地シカチ・アリャン」展のオープニ

ング式典が開催されます。国立民族学博物館では7月21日まで展覧会は開催され、式典にはシカチ・アリャン村のニーナ村長、

シカチ・アリャン村中等学校の教諭でユーラシアンクラブ会員、昨年発足した村のＮＰＯ「メデ」の代表ビクトリア・ドンカン

さんらが訪れる。その後、開催予定館・時期は、 新潟県立歴史博物館 2015年9月19日～10月25日 横浜ユーラシア文化館 

2015 年 10 月 31 日～1 月 と予定されています。現在北海道での開催も調整中です。展覧会に際して頒布する解説図録の冊子

は120ページほどで、骨格はほぼできあがり、最後の調整に入っている。ロシア連邦ハバロフスク地方シカチ・アリャン村のア

ムール岸辺に存在する150点余りの岩絵を中心に、先住民族ナナイの文化や暮らしを紹介する予定で、年が明けると、展示解説

や動画の作成その他作業が控えています。下の写真は、冊子「アムール川の古代絵画 先住少数民族の聖地シカチ・アリャン村」

展の表紙です。私はこの冊子の冒頭、シカチ・アリャン村の岩絵と伝承を世界遺産に登録することを呼びかけています。 
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【アフガニスタン・アジア文化フェスティバル開催】 

11月23日、東京・江東区の江東区文化センターで、「アフガニスタン・アジア文化フェスティバル」が開催されました。神奈川県愛川町で3
年間続けた「中津川モンゴルフェスティバル」に参加したアフガニスタンの留学生が、相撲でモンゴルの若者に勝ちたいと練習を始めていると

聞いたアフガニスタン大使館が開催を後押し、また「中津川モンゴルフェスティバル」を共催団体のモンゴル・ブフ・クラブがこのメッセージ

を買って応え、10人ほどが参加、既に対戦体験したことのあるアフガニスタンとの団体戦が組まれました。 
 会場は、文化レクレーションフロアで、床がフローリグの板のため、急遽、近くの南砂中学校から大型のマットレス4枚を借りて、文化セン

ターまで搬入しました。会場は、ホールの壁一帯に、アフガニスタンの絵画や写真が掲げられ、イーグル・アフガン復興協会のアフガニスタン

での活動を示す写真資料が掲示され、アフガニスタン大使館から臨時代理大使や文化担当書記官のほかアフガニスタンの留学生 10 数人、イー

グル・アフガン復興協会の支援者、ユーラシアンクラブのスタッフも運営に協力し、参加者の昼食として大野遼のヒマラヤカレーを供しました。 
 会場では馬頭琴やアフガンラバップの演

奏が行なわれ、アフガニスタン大使館の文

化担当書記官も今後の活動への期待を語り

ました。 
 文化フェスティバルは、大使館の挨拶の

後、留学生代表の挨拶、と続き、アフガニ

スタン留学生とモンゴル・ブフ・クラブの

団体戦、総当たり戦、子ども相

撲大会などモンゴルとアフガニ

スタンの相撲交流の形で進行、モ

ンゴルやアフガニスタンの音楽

を鑑賞しました。昼食として

アフガニスタンの料理、ヒマ

ラヤカレーが無料でふるまわ

れました。 
 東京では、12月26日、練

馬区でモンゴルフェスティバ

ルが開催される予定で、アフ

ガニスタンの留学生も参加す

ることが期待されている。 
 モンゴル・ブフ・クラブと

イーグル・アフガン復興協会

は、今後江東区と練馬区を文

化発信拠点としながら、日本

橋と愛川町での活動の再構築

に取り組む予定だ。 
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＜バイオマス産業社会ネットワーク（BIN）第144回研究会のご案内＞ 

 
日  時：２０１５年１月２９日（木）１８：３０～２０：３０  
テーマ：「バイオマス発電等で使用されるアブラヤシ核殻（PKS）
の最新動向（仮題）」 講演者：滝沢 渉氏（On-site Report代表・

編集長）  
会  場：地球環境パートナーシッププラザ  
    （東京都渋谷区神宮前5-53-70 国連大学１F）  
    地下鉄表参道駅より徒歩５分・JR他渋谷駅より徒歩10分  
    http://www.geoc.jp/access  
参加費：BIN会員 無料、一般 1,000円  
※マレーシア、インドネシアなどで栽培されているアブラヤシ（オ

イルパーム）は、食用・工業用に最も多く生産されている油脂作物

です。 ※油を採る際に出るヤシ核殻(Palm Kernel Shell、PKS)は、

世界的に見ても大きなポテンシャルのあるバイオマス資源であり、

このPKSは、国際的に取引される商品でもあります。 ※日本で100
カ所近くで計画されている木質バイオマス発電においても、100％  
PKS を使用する事業や、一部に混焼する計画が多数あります。 ※
この PKS 等の生産、調達、輸入などの動向について、バイオマス

専門誌On-site Reportで取材を続けている滝沢 渉氏に伺います。 
※当日は、多数の参加者とともに、輸入バイオマスの利用等につい

て、ディスカッ ションできれば幸いです。  
※参加をご希望される方は、下記よりお申し込みください。 
http://www.npobin.net/apply/ 
※サーバーの不調等で送信できない場合は、お手数ですがお名前、

お名前ふりがな、ご所属、電話番号、E-mailアドレスをご記入いた

だき、E-mail：mail@npobinn.net までお送りいただくか、ｆａ

ｘもしくはお電話にてお申し込みください。

 

メディア・ユーラシア情報 ネットリサーチ 

東京外国語大学「日本語で読む中東メディア」が注目 http://www.tufs.ac.jp/common/prmeis/fs/ です。 
 

【北アジア】 
● ルーブル安歯止めかからず、1998年危機の再来懸念 

2014年 12月 17日  

［モスクワ １６日 ロイター］ - １６日の外国為替市場では、

ルーブルが一段安となり、対ドルで１１％超急落した。同日早

朝にロシア中銀が緊急利上げを実施したにもかかわらず、通貨

安に歯止めが掛かっていない。 

  ルーブルは６５０ベーシスポイント（ｂｐ）の利上げ実施直

後は、対ドルで約１０％急伸したものの、不安定な値動きとな

る中、その後下げに転じ、過去最安値を更新し続けた。 

  ルーブルは今週、対ドルで２０％近く下落し、年初来の下落

率は５０％超に達した。市場では、ほんの数日で通貨が崩壊し

デフォルト（債務不履行）に追い込まれた１９９８年の危機が

再来するのではとの懸念が浮上している。 

  １５１０ＧＭＴ（日本時間翌日午前零時１０分）時点で、ル

ーブルRUBUTSTN=MCXは対ドルで約１１％安の７２．８０ルーブ

ル。一時は８０ルーブルの節目を抜け、最安値を更新した。 

  対ユーロEURRUBTN=MCXでもおよそ１３％安の９１．００ルー

ブルをつけている。 

  ルーブルの重しは、原油安やウクライナ問題をめぐる欧米諸

国の対ロシア経済制裁措置だけではない。ここ数日の急落は中

銀への信頼低下を反映している。 

  ロシア中銀は１００ｂｐの利上げから１週間足らずで６５０

ｂｐの緊急利上げに追い込まれた。ナビウリナ総裁は下げ止ま

らないルーブルを前に無力な存在に映り、資本規制のリスクが

高まっている。 

  市場関係者の間では国営石油大手ロスネフチ(ROSN.MM: 株価, 

企業情報, レポート)の動向も懸念材料の１つになっている。同

社は最近、６２５０億ルーブル（８６億７０００万ドル）の社

債を発行しており、調達資金を外貨に交換するのではと不安視

されている。そうなればルーブルに一段の圧力がかかるのは確

実だ。 

  北海ブレント先物LCOc1はこの日、バレル当たり６０ドルの

節目を割り込み、２００９年７月以来の安値をつけた。ダンス

ケ銀行のストラテジスト、ウラジーミル・ミクラシェフスキー

氏は「原油が下げ止まらない限り、中銀が通貨を安定させるの

は難しい」と指摘する。 

  ロシア中銀は今年に入り、ルーブル防衛に向け８００億ドル

の介入を実施した。同国の外貨準備は４１６０億ドル程度とな

お潤沢で、危機に陥った１９９８年当時と比べて、財政も健全

とされる。 

  だがアナリストは、パニック的な売りの様相が強まっている

状況に懸念を強めており、ルーブルは危険な領域にあるとみて

いる。 

  フォレックス・クラブのシニアアナリスト、アレナ・アファ

ナシェワ氏は「ルーブルを支配しているのは原油安ではなく、

『（１９）９８年』の体制にロシアが戻るとの数多くのうわさに

あおられたパニック心理だ」と述べた。 

http://jp.reuters.com/article/worldNews/idJPKBN0JU26L201

41216?sp=true  

● テレビ広告支配狙う“プーチン独裁” シェア８割の独占

企業発足へ 仕掛け人は元大統領顧問2014.12.16 14:47 

  【モスクワ＝黒川信雄】欧米の経済制裁や原油価格の急落で

経済情勢が悪化しているロシアで、複数の大手メディア企業が

テレビの広告販売部門を統合し、シェア８割を握る独占企業が
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発足する見通しだ。露紙ベドモスチが伝えたもので、仕掛け人

は大統領顧問も務めたプーチン政権に近い有力者だ。ロシアの

テレビ業界は政権による統制が進んでおり、広告部門でも一元

的管理を進めて価格の下落を避けつつ、利益を囲い込む狙いが

ありそうだ。 

 テレビは国内で最も影響力の高いメディアとされ、新聞やイ

ンターネットを含むメディアの広告市場全体の半分を占める規

模だ。しかし、景気の悪化でダンピングが懸念されている。 

 ベドモスチによると、そうした環境の下で、各社のテレビ広

告販売を一手に取り仕切る新会社「ニュー・Ｖｉ（ＮＶｉ）」が

来年１月１日に発足する。 

 テレビ広告代理店最大手の「ビデオ・インターナショナル（Ｖ

ｉ）」を中心に、有力テレビ局「ＮＴＶ」を傘下に持つ国営天然

ガス企業系ガスプロム・メディアや、全ロシアテレビ・ラジオ

など、国営もしくは政権に近い主要メディア企業が出資する。 

新会社発足を主導したのはＶｉ創設者の一人で、現在はガスプ

ロム・メディアを率いるミハイル・レシン氏だ。プーチン政権

やメドベージェフ政権で大統領顧問を務めた同氏は、１つの代

理店のテレビ広告の取り扱いが全体の３５％を超えてはならな

いという規制の撤廃を働きかけてきた。 

 規制は今年７月に撤廃され、１０月には新会社の発足が明ら

かになった。 

 モスクワの業界関係者は産経新聞の取材に、「景気の悪化でも

うけのパイが減るなか、政権に近い有力者が利益を囲い込む典

型的な事例だ」と指摘した。 

 Ｖｉの株主には、欧米の経済制裁の対象になっている「ロシ

ア銀行」も名を連ねている。このため、新会社の設立には同銀

行の存在感を薄め、広告が減るのを防ぐ狙いもあったといわれ

る。 

http://www.sankei.com/world/news/141216/wor1412160023-n1

.html  

 

[西アジア] 
● イスラム国が殺害の230人、シリア東部で遺体発見 

2014年12月18日 07:04 

【12月18日 AFP】英国の非政府組織（NGO）「シリア人権監視

団（Syrian Observatory for Human Rights）」は17日、シリア

東部デリゾール（Deir Ezzor）県の砂漠で、イスラム教スンニ

派（Sunni）の過激派組織「イスラム国（Islamic State、IS）」

に殺害された230人の遺体が親族により発見されたと発表した。 

 同監視団によると、犠牲者の「圧倒的多数」は民間人で、イス

ラム国が今夏、デリゾール県から敵対する他の過激派組織や反

体制派を追い出した後、イスラム国の支配に抵抗したため、無

惨にも処刑されたシャイタト（Shaitat）族の人々だった。これ

により、これまでにイスラム国の侵攻によって殺害されたシャ

イタト族は900人を超えたが、さらに数百人が現在も行方不明

になっているという。 

 シャイタト族の人々は、数か月前にイスラム国との戦闘で敗れ

村を追放されていたが、イスラム国が出した外出・集会・武器

所持の禁止令に同意して村に戻ったところ、親族らの遺体を発

見したとされる。(c)AFP 

http://www.afpbb.com/articles/-/3034583  

● 米国務長官「軍事行動だけでは成功しない」ブリュッセル

で閣僚級会合 

2014.12.4 20:18 

 【ベルリン＝宮下日出男】欧米や中東諸国は３日、イラクや

シリアで台頭するイスラム教スンニ派過激組織「イスラム国」

への対抗策を協議する閣僚級会合をブリュッセルで開き、空爆

など軍事力の行使に加え、資金源の根絶や外国人戦闘員の流入

阻止、人道支援などの強化に取り組んでいくことを確認した。 

 ケリー米国務長官は会合で、取り組みの成果が評価できるま

でには数年かかるとの見解を表明。会合後の記者会見では「軍

事行動だけでは成功しない」と述べ、幅広い分野での協力の必

要性を指摘した。 

 会合には米国の呼びかけに応じて約６０カ国が参加した。イ

スラム国への対応をめぐる大規模な閣僚級会合は初めてで、日

本からは石井正文駐ベルギー大使が出席した。 

http://www.sankei.com/world/news/141204/wor1412040035-n1

.html  

● イスラム国、アサド政権めぐる溝背景に 米国防長官辞任 

2014.11.25 00:48更新 

 【ワシントン＝青木伸行】ヘーゲル米国防長官が２４日、突

然辞任する見通しとなった。オバマ大統領とヘーゲル氏との間

では、イスラム教スンニ派過激組織「イスラム国」への掃討作

戦をめぐる見解の相違が、表面化していた。 

「オバマ政権のシリア政策はアサド政権への対処策を明確に

しておらず、破綻の危機にひんしている」 

 ヘーゲル氏は先に、ライス大統領補佐官（国家安全保障担当）

に２ページの覚書を送付し、こう批判した。 

 オバマ氏は穏健な反体制派への訓練や武器供与を通じ、最終

的にはアサド大統領を退陣に追い込む方針だ。だが、シリアで

は、米軍の空爆でイスラム国が打撃を受けている間に、アサド

政権が反体制派への攻勢を強めており、ヘーゲル氏は空爆がア

サド政権を利していることを認めていた。 

 アサド政権が対イスラム国掃討作戦の障害となっており、ヘ

ーゲル氏はアサド政権に対する戦略の見直しを求めていたのだ。 

 また、国防総省内には、「イスラム国」を「空爆だけで打倒す

ることは困難だ」（高官）とし、戦略的には本来、シリアへの地

上軍投入が必要だという本音もくすぶっていた。 

 米軍制服組トップのデンプシー統合参謀本部議長も、イラク

北部モスルなどに、小規模の米軍地上部隊を投入することを検

討していると明らかにしている。 

 これに対し、オバマ大統領は地上部隊の派遣と、アサド政権

への対応見直しも拒否しており、政権内の溝が深まっていた。 

http://www.sankei.com/world/news/141125/wor1411250007-n1

.html  
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【中央アジア】【南アジア】 
● 外国人戦闘員も関与か…軍報道官「アラビア語で会話」 

2014.12.17 21:12更新 

 パキスタン北西部ペシャワルで武装グループが学校を襲撃、

生徒ら１４０人以上が殺害された事件で、軍報道官は１６日夜、

武装グループの一部が、国内では通常使われないアラビア語で

会話していたことを明らかにした。国際テロ組織アルカーイダ

などの外国人戦闘員が関与していた可能性がある。 

 事件はイスラム武装勢力「パキスタンのタリバン運動（ＴＴ

Ｐ）」が犯行を認め、軍が北西部の部族地域北ワジリスタン地区

などで進める掃討作戦への報復と主張した。軍報道官は「生徒

殺害が目的だった」と述べた。同地区では６日に軍がＴＴＰと

関係が深いアルカイダの幹部を殺害している。 

 軍トップのラヒール・シャリフ陸軍参謀長は声明で「残酷な

けだものとその協力者が壊滅するまで追い詰める」と強調、過

激派との対決姿勢を鮮明にした。（共同） 

http://www.sankei.com/world/news/141217/wor1412170064-n1

.html  

● パキスタン軍、空爆２０回 ５７人殺害 

2014.12.18 08:51 

 【ニューデリー＝岩田智雄】パキスタン軍の報道官は１７日、

パキスタン北西部ペシャワルの軍系学校がイスラム武装勢力

「パキスタンのタリバン運動（ＴＴＰ）」のテロに遭ったことを

受け、拠点とみられるアフガニスタン国境付近の部族地域を２

０回空爆したと明らかにした。テロリスト５７人を殺害したと

している。 

 地元メディアによると、パキスタンのシャリフ陸軍参謀長は

１７日、アフガンの首都カブールを訪問し、タリバン運動の指

導者マウラナ・ファズルラ師の引き渡しを同政府に求めた。フ

ァズルラ師がアフガンからパキスタンでのテロを指揮している

としている。 

http://www.sankei.com/world/news/141218/wor1412180020-n1

.html  

● 「残虐で卑劣な行為」マララさん、パキスタン学校襲撃に

声明2014.12.17 00:29 

 パキスタン軍が運営する同国北西部の学校をイスラム武装勢

力が襲撃し、生徒ら多数が死亡したことについて、北西部スワ

ト地区出身で今年のノーベル平和賞を受賞したマララ・ユスフ

ザイさん（１７）＝英国在住＝は１６日、「愚かで冷血なテロ行

為によって、私は胸が張り裂けるような気持ちです」とする声

明を発表した。 

 マララさんは今回の襲撃を「残虐で卑劣な行為」と強く非難。

その上で「私は世界の何百万人という人々とともに、（犠牲とな

った）子供たち、私の兄弟姉妹たちを悼みます」とし「私たち

が屈することは決してありません」とテロには屈しない姿勢を

明確にした。 

 １０日の平和賞受賞直後の惨劇だけに、古里の状況に不安の

目を向けているに違いない。マララさんは「パキスタンが恋し

い」とインタビューで答えるなど帰郷を望んでいるが、治安が

回復しない限り、夢はかないそうにない。（共同） 

http://www.sankei.com/world/news/141217/wor1412170002-n1

.html  

● アフガニスタンのタリバン、パキスタンの学校襲撃を非難 

2014年12月17日 16:42  
【12 月 17 日 AFP】アフガニスタンの旧支配勢力タリバン

（Taliban）は16日夜、パキスタンで発生し141人が死亡した

イスラム武装勢力「パキスタンのタリバン運動

（Tehreek-e-Taliban Pakistan、TTP）」による学校襲撃事件を

非難し、無実の子どもを殺害するのはイスラム教に反すると述

べた。 
 パキスタン北西部ペシャワル（Peshawar）で発生した学校

襲撃事件。生存者によると、武装集団は8時間にわたる襲撃の

中、12歳の子どもまで射殺した。事件に対してTTPは、同地

域における軍事作戦への報復だとする犯行声明を出した。 
「アフガニスタン・イスラム首長国（タリバンの正式名称）は、

あらゆる場面における子どもと無実の人々の殺害を常に非難し

てきた」と、自らも民間人を標的にすることが多いアフガニス

タンのタリバンは声明で述べた。 
 さらに「無実の人々や女性、子どもたちを意図して殺害する

ことはイスラムの主義に反する。あらゆるイスラム政府やイス

ラム運動はこの原理原則に忠実でなければならない」、「アフガ

ニスタン・イスラム首長国は事件へ弔意を表し、死亡した子ど

もたちの家族に哀悼の意を表す」と述べた。 
 アフガニスタンのタリバンは、パキスタンのタリバンと緩や

かなつながりを持ったイスラム主義勢力で、ともにオマル師

（Mullah Omar）への忠誠を誓っている。 
 アフガニスタンのタリバンは、多数の民間人が死亡した襲撃

事件に対して距離を置くことが多いが、自らも非戦闘員を標的

にした攻撃を行っている。(c)AFP 
http://www.afpbb.com/articles/-/3034560?ctm_campaign=txt
_topics  

● インド初の国産原潜、海洋で試験 

2014.12.16 17:43更新 

 １６日付のインド紙ヒンドゥスタン・タイムズによると、イ

ンドは１５日、初の国産原子力潜水艦「アリハント」の海洋で

の試験航行を始めた。アリハントは南部アンドラプラデシュ州

の港からベンガル湾に向かった。 

 アリハントは昨年８月、動力源となる原子炉が臨界に達した。

今年春にも就役するとの見方があったが、数年先とみられてい

る。（共同） 

http://www.sankei.com/world/news/141216/wor1412160028-n1

.html  

● インド、宇宙船打ち上げ実験に成功 モディ首相「科学者

たちの才能と努力の勝利だ！」2014.12.18 20:40更新 

 インド宇宙研究機構（ＩＳＲＯ）は１８日、南部アンドラプ
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ラデシュ州スリハリコタの宇宙センターで、無人の宇宙船を搭

載した大型ロケットの打ち上げ実験を行い、成功した。 

 ＰＴＩ通信によると、宇宙船は高度１２６キロの上空で切り

離され、大気圏に再突入してベンガル湾に着水。ＩＳＲＯは２

年以内の有人宇宙飛行の実現を目指しており、今回の成功で道

を開いた。 

 モディ首相は声明で「インドの科学者たちの才能と努力の勝

利だ」と成功をたたえた。打ち上げに使われたのは静止衛星打

ち上げ用ロケット「ＧＳＬＶ」の最新型。地元メディアによる

と、重さ約６３０トン、長さ４２メートルの３段式で４トン級

の通信衛星などの搭載も可能。インドが開発した中では最重量

級のロケットという。 

 インドは独自の宇宙技術開発を進めており、米ロなどに続く

「宇宙大国」を目指している。（共同） 

http://www.sankei.com/world/news/141218/wor1412180051-n1

.html  

[東南アジア] 
● インドネシア、海洋権益保護へ中国船２２隻拿捕 ベトナ

ム船“爆破”も「ショック療法」2014.12.14 06:00更 

 【シンガポール＝吉村英輝】インドネシアが不法操業の外国

漁船の取り締まりを強化している。「海洋国家」の復興を掲げる

ジョコ大統領による海洋権益保護の意向を受けた措置だ。拿捕

（だほ）したベトナム漁船を爆破するなど厳罰姿勢を示し、南

シナ海の領有権問題で微妙な関係にある中国漁船の拿捕にも踏

み切った。 

 インドネシアのスシ海洋・水産相は８日、同国パプア州南沖

合のアラフラ海で違法操業をしたとして中国籍の漁船２２隻を

拿捕したと発表した。漁船は中国とインドネシアの両方の国旗

を掲げており、スシ氏は「二重国籍での領海内漁業は違法」と

指摘。中国側にも拿捕を通知した。 

 インドネシアは２０１０年、中国が領海域と主張する「九段

線」に近いインドネシア領ナトゥナ諸島付近で、警備艇により

不法操業の中国漁船を拿捕したが、中国の漁業監視船から圧力

をかけられ釈放した経緯がある。 

 ジョコ氏は、５４００隻の違法操業が常態化しており、被害

額は毎年３００兆ルピア（約２兆９０００億円）にのぼると主

張。取り締まりの強化を打ち出した。違法操業で拿捕したベト

ナム籍漁船３隻については海軍に爆破措置を命じ、乗組員３３

人を逮捕して退避させたうえ、今月５日にアナンバス諸島沖で

実行した。 

 ジョコ氏は領海内での規制を徹底するとともに、爆破を「シ

ョック療法」と述べ、今後も継続する方針。ただ中国漁船にも

実行した場合、反発は必至だ。 

http://www.sankei.com/world/news/141214/wor1412140002-n1

.html  

● 「日本からの支援で不法操業摘発強める」 インドネシア

海洋担当相、中国への毅然対応も明言 

2014.12.13 19:11 

 【ジャカルタ＝吉村英輝】インドネシアの海洋開発を担当す

るインドロヨノ調整相は１１日、産経新聞と会見し、不法操業

の外国漁船の取り締まり強化方針を示すとともに、沿岸警備で

日本からのさらなる支援に期待を示した。また、海洋関連イン

フラ整備へ大型投資を行うとし、日本企業へ参加を呼びかけた。

日本メディアとの単独会見は初めて。 

 今年１０月に発足したジョコ政権は、「海洋国家」の再建を看

板政策に掲げ、統括役の調整相を３人から４人に増やし海事担

当を新設。国連食糧農業機関（ＦＡＯ）部長だったインドロヨ

ノ氏が就任した。 

 インドロヨノ氏は、先月に北京で行われたジョコ大統領と安

倍晋三首相の初会談で、インドネシアの「海洋国家」構想での

協力が確認されたことに言及。ジョコ氏から、港湾整備や海上

保安能力向上などで「具体的な協力を推進するよう指示を受け

た」と意欲を示した。 

 日本政府が２００８年にインドネシアの海上警察に供与した

巡視船３隻は、マラッカ海峡での治安活動にあたるなどしてい

る。ただ、インドネシア側の受け入れ体制が複数省庁にまたが

るなど、さらなる協力へはハードルも多い。 

 インドロヨノ氏は、改正法により大統領直轄の海上治安会議

を設置し、海上治安体制の一元化を進めていく方針を表明。「日

本からの支援も受けて沿岸警備の強化を実現していく」と意気

込みを語った。 

 一方、不法操業の取り締まりは「外国籍だからではなく犯罪

行為だから取り締まっている」と強調。マレーシアなど周辺国

の理解も得ているとした。さらに、「中国を含め周辺国との間に

領海問題は存在しない」との認識を示した。過去に違法操業の

中国漁船を釈放したことについて、同様の事態が起きた場合「新

たな対応がとられるだろう」とし、中国にも国際法などにのっ

とり毅然（きぜん）とした態度をとる姿勢を示した。 

 海洋資源開発では、５年間で新設５カ所、更新２４カ所の港

湾整備に７０億ドル（約８３００億円）、海底石油・ガス田開発

などに６０億ドルを投じる計画を表明した。 

 日本企業には、関連発電設備増強への参加を呼びかける一方、

問題が指摘される投資認可などの行政手続きは「オンライン化

で簡素化する」と説明。外資が懸念する土地収容問題などでも

「積極的に進出企業をサポートしていく」とした。 

http://www.sankei.com/world/news/141213/wor1412130047-n1

.html  

● 華人がインドネシア首都知事に就任 イスラム強硬派「異

教徒に乗っ取られる」 

2014.11.19 19:34 

 インドネシアの首都ジャカルタ特別州で１９日、少数派の華

人（中国系住民）、バスキ・チャハヤ・プルナマ氏（４８）が知

事に就任した。同国の華人は過去に政治的迫害を受けており、

経済界での強い影響力に比べ、政界での存在感は薄い。華人の

首都知事誕生は異例だ。 

 バスキ氏は１０月に大統領に就任したジョコ・ウィドド前知

事の右腕として副知事を務め、ジョコ氏の転出に伴って知事に
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昇格した。 

 スハルト政権下では中国語の使用禁止など厳しく差別され、

政界進出も一部に限られていた。一方、ビジネスで成功した者

は多く、裕福な華人が攻撃対象になっていた。 

 バスキ氏は実業家を経て地方政界に入り、国会議員を歴任。

イスラム教徒の一部強硬派は「異教徒の華人に首都を乗っ取ら

れていいのか」と就任に反発し、抗議デモを繰り返している。

（共同） 

http://www.sankei.com/world/news/141119/wor1411190057-n1

.html  

[東アジア] 
● ナッツ副社長が常務に隠蔽工作を指示 国交省監督官も

加担か 

2014.12.18 21:57更新 

 大韓航空の趙顕娥前副社長が自社機内でナッツの出し方に怒

って客室サービス責任者の男性を降ろし離陸を遅らせた問題で、

韓国紙ハンギョレ新聞（電子版）は１８日、趙氏が問題行動の

隠蔽を同社常務に指示していたことを検察が確認したと報じた。 

 検察は航空法違反や証拠隠滅教唆容疑などで趙氏を逮捕する

ことを検討している。ニューヨークの空港で飛行機を降ろされ

た男性は、機内での趙氏の態度に問題はなく、自分の判断で降

りたと韓国国土交通省に説明しろとの指示を帰国後に会社から

受けたとメディアに話した。 

 男性は国土交通省による聞き取り調査の際、同省担当者らが

大韓航空常務の同席を許したと証言。担当の同省監督官６人の

うち２人は大韓航空出身で、同省が会社の隠蔽工作に加担した

と非難されており、同省は１８日、調査に問題がなかったか監

査を始めた。（共同） 

http://www.sankei.com/world/news/141218/wor1412180053-n1

.html  

● 中国船がベトナム漁船襲う 体当たり、放水、乗り移り船

室破壊 南シナ海パラセル諸島近く 

2014.11.28 15:07 

 ベトナムと中国が領有権を争う南シナ海のパラセル（中国

名・西沙）諸島近くで、中国船がベトナム漁船に体当たりした

り、放水したりする事件が起きた。ベトナムの国営メディアが

２８日、報じた。 

 ベトナム中部クアンガイ省から出漁した漁船２隻が中国船に

襲われたのは２６日で、１隻は追い回された後、中国人が乗り

移ってきて船室や機器などを破壊。さらに別の中国船に体当た

りされ、左舷に大きな損傷を受けた。もう１隻のベトナム漁船

も中国船から放水されるなどしたという。 

 パラセル諸島は中国が全域を実効支配。付近では近年、中国

船によるベトナム漁船の拿捕などが多発している。 

 中国は今年５～７月に同諸島近くで石油掘削作業を実施した

が、中国船によるベトナム船への体当たりなどが頻発し、ベト

ナム漁船が沈没させられる事件も起きた。（共同） 

http://www.sankei.com/world/news/141128/wor1411280025-n1

.html  

● 中国、経済崩壊の兆しに焦りか…空港、鉄道など２２兆円

の建設投資で景気下支え 

2014.12.17 16:57更新 

 中国政府が新たな空港や鉄道、高速道路などの建設投資を加

速させる。中国紙は１７日、政府が１０月以降に認可した新規

プロジェクトの総投資額が１兆１６５１億元（約２２兆円）に

達したと報じた。経済成長が減速する中、巨額インフラ投資で

景気を下支えする。 

 毎日経済新聞によると、政府は１０月以降、交通分野を中心

に２７件のプロジェクトを認可した。約８００億元をかけて北

京に新空港を建設するなど各地で空港を新設、拡張する。高速

道路や高速鉄道も建設する。発展が比較的遅れている内陸部へ

の投資が中心だ。 

 中国は不動産不況で建設投資が減速し、７～９月期の国内総

生産（ＧＤＰ）成長率は前年同期比で７・３％と、リーマン・

ショック後の２００９年１～３月期以来の低水準になった。秋

以降も製造業の景況感が改善せず、輸出も思うように伸びてい

ない。「（成長維持のために）ただ一つ調節できるのは投資だ」

（中国紙）との指摘もある。（共同） 

http://www.sankei.com/world/news/141217/wor1412170043-n1

.html  

● 習氏の“次の標的”、追及を回避か 胡氏元側近の論文掲載 

党理論誌 

2014.12.16 14:40 

 中国共産党政治理論誌「求是」の最新号（１５日付）は、胡

錦濤前国家主席の元側近で国政助言機関、人民政治協商会議（政

協）の副主席を務める令計画氏（５８）の民族政策に関する論

文を掲載した。 

令氏をめぐっては、実兄が重大な規律違反の疑いで調査を受

けるなど親族らの拘束が伝えられ、最高指導部メンバーだった

周永康氏を追及した習近平指導部が展開する反腐敗運動の“次

の標的”だとの見方がある。ただ最近、令氏の活動が相次いで

公にされており、追及を免れた可能性もある。 

 論文は、９月に開催された党の中央民族工作会議で行われた

習氏の演説を解説する内容。「習近平総書記の重要演説を学び、

徹底することは、民族復興の唯一の正しい道だ」と強調し、指

導部に忠誠を誓っている。 

 令氏は、２０１２年秋の党大会で指導部を構成する政治局入

りが有力視されていた。だが、息子の交通事故を隠蔽しようと

したとのうわさが党大会前に広まり、実現しなかった。（共同） 

http://www.sankei.com/world/news/141216/wor1412160020-n1

.html  

 

 

 



ユーラシアンクラブ ニュースレター第 170 号 2015 年 1 月 1 日 

  9

ＮＰＯユーラシアンクラブ・愛川サライ恒例の収穫・感謝祭 

 

 12月7日、毎年恒例となった収穫感謝祭が愛川サライの竹藪前で行われました。昨年は、仙台下クラブの仲

間のご指導で初めて挑んだ水田づくりでとれたお米、サツマイモ、サトイモ、仙台下クラブ提供のもち米など

を使って、ヒマラヤカレー、羊の肉入りの芋煮、焼き芋、餅つきなどさまざま味を賞味しました。参加者は21

人。千葉県から長年の友人、ウィグルのオスマンさん、東京のウィグルのグリザルさん、ユーラシア

ンクラブ副理事長でモンゴル・ブフ・クラブのバーボルドーさんや山梨県からシタール奏

者の伊藤公朗さん、のほか、お世話になっているまちづくりネットワーク愛川の代表諏訪

部勲さん、あシボの小島正吾さん、仙台下クラブ代表の沼田彰さん、昨年2回もサハ共和

国に同行していただいた赤川猛愛川高校和太鼓部指導者と奥様、小正マチ子さん、愛川高

校和太鼓部ＯＢリーダーの綱島健司さんら、愛川サライの仲間である大塚憲二、杉原信義・

美智子夫妻、四井恒夫各氏が駆けつけました。参加者は搗き立て餅、芋煮、カレーを食べ、

オスマンさんがトルファンから輸入販売しているグリーンレーズンが全員に配布され、伊

藤さんのシタール演奏を楽しんで、一年を締めくくりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ アジアンレポート拡充のためボランティアスタッフを募集します。お問い合わせください。 

◎ ニュースレターへの感想をお願いします。 

◎ レター掲載原稿を募集します。 
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板橋モンゴル文化交流会―第21回ブフ大会開催 

関取蒼国来さんも参加しました 

 

 12月26日、板橋区立グリーンホールで、板橋モンゴル文化交流会―第21回ブフ大会が開催され、板橋区長初め議会関係者も参加し、ブフト

ーナメントやウルグンさんの馬頭琴演奏、オットホンバイラさんのオルティンドー熱唱、モンゴル衣装のファッションショー、馬頭琴教室が繰

り広げられました。会場には大型のゲルも設営され、この日を楽しみに集まったモンゴル人や観客で立ち見の出るほど一杯の人。先場所9勝を

挙げた蒼国来関も参加、挨拶しました。モンゴル人力士は、モンゴル国、上海、東北からも駆けつけ、東北大学で学ぶ大学院生が優勝しました 

 板橋区はモンゴル国と1996年に「文化·教育交流協定」を結び、それ以来様々なモンゴル文化を紹介するイベントなどを行っており、今回、

は、公益財団法人板橋区文化・国際交流財団がモンゴル·ブフ·クラブと共催で大会が開催された。 

 

◎ まちづくりネットワーク愛川は昨年暮れ、八菅神社にホッとベンチ二脚を納め、これで町内に設置したベンチは67脚になりました 

発行：特定非営利活動法人ユーラシアンクラブ 発行人：江藤セデカ 

住所：〒103-0022 東京都中央区日本橋室町 1-11-5 TEL：03-5376-9343

支部愛川サライ〒243-0303神奈川県愛甲郡愛川町中津6314－1 

TEL：046-285-4895 FAX：046-265-0167 E-MAIL：paf02266@nifty.ne.jp 

郵便振替：00190-7-87777 ユーラシアンクラブ お振込の場合：ゆうち

ょ銀行〇一九店 当座預金 0087777 ユーラシアンクラブ 会費、ご

寄付はこちらへ。会費は正会員年間1口3、000円、学生会員1,000円、

賛同会員2,000円。一口以上のご協力をお願い申し上げます。 

http://eurasianclub.org/  

2015 0101 Non Profit Organization Eurasian Club 

編集後記：今年は、日本橋三越での「アジア・シルクロードウィー

ク」成功に全力を注ぎます。またクラブの活動に参加する若い方々、

熟年世代の交流、諸民族間の交流にも努力します。しかし、それで

地域や人々の意識が変わることはあまり期待せず、「自力」を付け、

「持久力」のある体制づくりに専念したい。「アジアの眼」を磨き、

次代に受継げられる内容を充実したい。江藤セデカ理事長、バーボ

ルドー副理事長の、古臭いですが「二眼レフ」体制が活動の軸にな

るように努めたいと思います。今年「アムール川の古代絵画展 先

住少数民族の聖地シカチ・アリャン」は一つの節目になると考えて

います。クラブの新しい展開をご覧ください（お） 


